

























































































      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下五島・長崎方面　　参加者　16名
　　　８月 　ザビエル生誕500年記念シンポジウム委員会編
　　　　　　　「ザビエルの拓いた道―日本発見、司祭養成、そして救い」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南方新社より出版
　　　20年３月　「鹿児島純心女子大学キリスト教文化研究センター　報告」第２号刊行
　平成20年度（2008－９）　（ルルドの聖母出現150周年）
　　　４月　キリスト教文化研究センター事業として聖歌隊「コールマリエ」結成
　　　４月６日　19年度の学長諮問「建学の精神の具現化方策」への答申として
　　　　　　　「建学の精神具現化の一方策（提言）」を提出
　　　９月~10月　サンタマリア館完成に伴いキリスト教文化研究センター移転：
　　　　　　図書館2階よりサンタマリア館１階へ。
　　　10月20日~26日　大学祭参加企画　菅井日人写真展
　　　　　　　　　　　　　「祈りの聖地ルルド」開催　　於：図書館１階
4
　　　21年１月20日　アセンブリーアワー
　　　　　キリスト教文化研究センター主催特別講演　「私の出会った人々」
　　　　　　　　　　ノンフィクション作家　今井　美沙子　氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於：江角講堂
　平成２１年度（2009－10）
　　　12月23日　クリスマスミサと交わりの会（学生教職員、近隣の方々）
　　　　　　　　　　ミサ：　セント・メアリーズ　チャペル
　　　　　　　　　　お茶の会：　学生ラウンジ
　　　22年２月17日　
　　　　　　　　　　鹿児島純心女子大学キリスト教文化研究センター
　　　　　　　　　　第３回公開セミナー　「鹿児島とキリスト教」3　
　　　　　　　　　　基調講演「ザビエル以後の薩摩のキリシタン達」
　　　　　　　　　　　　　日本二十六聖人記念館館長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デ・ルカ・レンゾ師（イエズス会司祭）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於：オーディオルーム
　　　３月31日　「鹿児島純心女子大学キリスト教文化研究センター　報告」第３号
　　　　　　　　　　刊行
　平成２２年度（2010－11）
　　　12月23日　クリスマスミサと交わりの会
　　　　　　　　　21年度に同じ
　　　23年３月11日　
　　　　　　　　　　鹿児島純心女子大学キリスト教文化研究センター
　　　　　　　　　　第４回公開セミナー 「鹿児島とキリスト教」4　
　　　　　　　　　　基調講演「薩摩国におけるキリスト教宣教の展開
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―島津氏とキリスト教を中心にして―」
　　　　　　　　　　　　　　　聖トマス学院大学教授東京大学名誉教授
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五野井　隆史　氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於：サンタマリア館　階段講義室
　　　３月17日～ 19日実施予定　企画
　　　　キリスト教文化研究センター開設10周年記念企画
　　　　「学園精神の源を求めて―創立者生い立ちの地を訪う旅」
　　　（３月11日東日本大震災発生のため、23年度９月に延期）
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　平成２３年度（2011－12）
　　　９月17日～ 19日
　　　　キリスト教文化研究センター開設10周年記念企画
　　　　鹿児島純心女子学園現旧教職員対象：　
　　　　　　「学園精神の源を求めて―創立者生い立ちの地を訪う旅」
　　　　　　　　　津和野、島根県（出雲、斐川町、松江、安来）方面
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者　28名
　　12月23日　午前９：30 クリスマスミサ（学内クリスマス開始時）
　　　　　　　　　於：江角講堂　　本センターの役割は支援
　　24年２月24日
　　　　鹿児島純心女子大学キリスト教文化研究センター開設10周年記念
　　　　　　　第５回公開セミナー「創立者シスター江角ヤス」
　　　　　　　基調講演　「創立者江角ヤス先生」
　　　　　　　　　　　　　　　前純心学園教諭　山長　豊實　氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於：サンタマリア館 階段講義室
　　　　３月　「キリスト教文化研究センター　報告」　第４号刊行
　平成23年度は私達のキリスト教文化研究センターが設立後10年を経て新しい10年
期への１歩を踏み出す年として、特に学園創始の原点を思い起こし創立者の心に触れ
ることに焦点をあてて活動をしてきました。学園の歴史の中には、私たちの大学に対
して、また大学共同体の一員である私達一人一人に対してどのような促しがあるので
しょうか。道徳が普遍的な根底を見失い異なる価値観が錯綜する中で徳育の重視が叫
ばれている今日の日本社会に、カトリック大学はそれぞれ建学の精神の光をかかげて
共通の究極目標である永遠の価値を指し示して行かなければならないのでしょう。手
探りの段階から中々抜け出せない鹿児島純心女子大学キリスト教文化研究センターで
すが、祈りながら道をもとめ、実践の努力を重ねて行きたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2012年３月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒井聰子　記
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
